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「給水タンク」使用時の注意�11
q　種　類�
容量により、7Î型と12Î型があります。�

r　取　付�
本体ブレードカバーの取付穴に、蝶ボルトとナットで取付け
てください。（7頁 図-1参照）（図-25）�

s　給　水�
給水部ハンドルをゆるめて、蓋を開き、水道水を7Îまたは
12Î注水してください。注水後、蓋をしっかり閉じてくだ
さい。�

t　接　続�
カプラの部分を充分に押し込み確実に接続して、コックを締
めてください。�

u　加　圧�
ハンドルを上下に動かし、加圧してください。加圧は、タン
ク上部の自動安全弁が、緑色の状態で止めてください。5Ë
／fi以上の加圧で安全弁が働き、赤色になり、「シュー」とい
う音がして、減圧します。（図-26）�

v　水　量�
水の量は、ダイヤモンドブレード・G2サイドカッター・パ
イプの種類により異なります。（48頁 参照）�

x　保　守�
接続用メスカプラ（タンク側）の押し出し部が切粉等で固くな
ります。時々発水防錆剤（CRC等）を吹き付け、滑りを良くし
てください。�

w　終　了�
終了後は、カプラ部分で取り外してください。�

※余った水で、ブレード等の水洗いをしていただくと便利です。�

※ハンドルは最下点まで押し
込み、左側（反時計方向）に
廻すと押し込んだ状態で固
定します。�

※噴射口が、ダイヤモンドブレードに向くように、取付・調
　整してください。�

図-25

《重要注意》�
蓋がゆるんでいると、必要な加圧ができず、また加
圧中に蓋が外れ危険です。�

図-26
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